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令和３年度地域の温室効果ガス排出に関する実態調査 

若者の脱炭素に関する意識調査 

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター 

１ 調査の目的 

若者の脱炭素に関するライフスタイルの現状と課題について調べ、今後の二酸化炭素排出削減ポテンシャルの

参考とする。 

２ 調査対象 

埼玉県在住・在勤・在席の市民 300 人（18 歳～25 歳） 

３ 調査方法 

環境省「令和３年度地域における地球温暖化対策促進事業」を活用し、インターネットリサーチ（株式会社ア

スマーク）による調査を行った。 

４ 調査結果（単純集計） 

4.1 基本属性 
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あなたの性別をお知らせください。（ひとつだけ）

男性 女性

7.3 9.7 5.7 15.0 20.0 14.0 13.7 14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの年齢をお知らせください。

18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳
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4.1 本調査 

 

3.3 35.7
3.0

1.0
7.0 50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの職業をお知らせください。

会社・団体の経営者・役員 会社員（契約社員／派遣社員含む）

公務員 自営業・自由業

専業主婦・主夫 パート・アルバイト

学生 無職／リタイア

その他

14.3 25.7 26.0 34.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

脱炭素について知っていますか。

内容まで知っている ある程度知っている メディア等で見聞きした程度

名前だけは知っている 全く知らない

47.0

32.0

20.7

8.3

25.7

13.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

恰好良く見える

誰もがやっていて当たり前のこと

お金に余裕のある人がすること

周りから理解されず浮いてしまう

一部の熱心な人がすること

ビジネスにつなげたい人がすること

その他

Q1．脱炭素とは、2050年までに地球温暖化の原因となっている人為的な二酸化炭素

排出量をゼロにすることです。脱炭素に取り組む人に対してどう感じていますか。

（3つまで）
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36.0

54.0

27.3

7.0

48.0

24.0

18.7

10.0

16.7

7.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

新エネルギーへの転換

再生可能エネルギーの導入

自動車等の電化

建築物の断熱化

省エネ行動

ライフスタイルの転換

事業活動における脱炭素化

脱炭素に取り組む企業への投資

国や自治体の政策

業務形態の見直し（テレワーク等の導入）

その他

Q2．社会的にどのような取り組みが脱炭素に貢献すると思いますか。（3つまで）

12.7 70.7 9.0 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q3．脱炭素の取り組みが進むと、日常生活において行動等の制限が増えると思いま

すか。（ひとつだけ）

増える 場合によっては増える 増えない 分からない

15.0 61.7 10.0 13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q4．脱炭素の取り組みが進むと、日常生活において費用負担が増えると思います

か。（ひとつだけ）

増える 場合によっては増える 増えない 分からない
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19.3 32.0 12.0 7.7

2.0

1.0
10.0 16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q5．脱炭素の取り組みが進んだ場合、日常生活での費用負担はどのくらいまでの

アップなら許容できますか。（ひとつだけ）

4％未満 5％～10％程度 11％～20％程度 21％～30％程度

31％～50％程度 51％以上 費用負担は許容できない 分からない

40.3

40.3

42.7

53.3

6.0

22.7

16.3

10.0

52.0

33.7

7.0

5.3

8.7

3.0

4.3

2.0

0.3

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

省エネ

ごみの削減

リサイクルに出す

食品ロスを減らす

車等はシェアリングを利用

オンラインショッピング等の通販を利用

サブスクを利用

環境マークの付いたものを買う

買い物時のマイバッグ持参

公共交通機関の利用

テレワーク

就職先・勤務先を環境の視点で選択する

知識や情報の習得

環境団体等で活動している

脱炭素に取り組んでいる企業への投資

脱炭素を政策に掲げる候補者に投票

その他

あてはまるものはない

Q7．貴方が今、脱炭素に対して取り組んでいることはありますか。普段の生活で実

践していることをお知らせください。（いくつでも）
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40.0

42.7

33.7

29.0

13.0

25.7

14.3

24.0

22.0

17.3

18.0

7.7

30.0

8.7

13.0

8.7

1.0

3.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

省エネ

ごみの削減

リサイクルに出す

食品ロスを減らす

車等はシェアリングを利用

オンラインショッピング等の通販を利用

サブスクを利用

環境マークの付いたものを買う

買い物時のマイバッグ持参

公共交通機関の利用

テレワーク

就職先・勤務先を環境の視点で選択する

知識や情報の習得

環境団体等で活動する

脱炭素に取り組んでいる企業への投資

脱炭素を政策に掲げる候補者に投票

その他

あてはまるものはない

Q8-1．今後、脱炭素に対して新たに貴方が取り組みたい、又は取り組めること。（5

つまで）

13.0

12.7

7.0

13.3

2.3

7.3

3.0

4.0

10.3

3.0

4.7

0.7

8.0

3.0

2.3

0.7

1.0

3.7

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

省エネ

ごみの削減

リサイクルに出す

食品ロスを減らす

車等はシェアリングを利用

オンラインショッピング等の通販を利用

サブスクを利用

環境マークの付いたものを買う

買い物時のマイバッグ持参

公共交通機関の利用

テレワーク

就職先・勤務先を環境の視点で選択する

知識や情報の習得

環境団体等で活動する

脱炭素に取り組んでいる企業への投資

脱炭素を政策に掲げる候補者に投票

その他

あてはまるものはない

Q8-2．最も取り組みたいこと（ひとつだけ）
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45.7

42.3

62.7

47.7

9.7

29.3

13.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

取り組みのノウハウ等の情報が身近に得られる

脱炭素な製品やサービスが得られやすくなる

ポイント制度のように金銭的にお得になる

生活の質が向上する

周囲から暮らし方が恰好良く見られる

取り組んだ結果のCO2削減量が分かる

脱炭素製品やサービスがお洒落で魅力的なものになる

その他

Q9-1．どのようなことがあれば身近な脱炭素の取り組みは進むと思いますか。

14.7 12.0 43.7 19.0
2.3

5.7
2.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q9-2．最もあてはまる（ひとつだけ）

取り組みのノウハウ等の情報が身近に得られる

脱炭素な製品やサービスが得られやすくなる

ポイント制度のように金銭的にお得になる

生活の質が向上する

周囲から暮らし方が恰好良く見られる

取り組んだ結果のCO2削減量が分かる

脱炭素製品やサービスがお洒落で魅力的なものになる

22.0

38.7

59.3

14.0

19.0

22.7

40.7

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

講義中心の勉強会の開催

Webサイトで事例紹介

Webサイト（SNS等）で具体的な取り組み紹介

メルマガ等による定期的な情報提供

ワークショップ等を通した同世代間の情報交換

紙による情報発信（パンフレットやマニュアル本等）

取り組みを楽しく学べる動画やマンガで紹介

その他

Q10-1．脱炭素の取り組みについて、どのような情報提供方法があれば役にたちます

か。（いくつでも）
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9.7 14.7 39.0 3.3 5.0 6.7 19.7 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q10-2．最もあてはまる（ひとつだけ）

講義中心の勉強会の開催 Webサイトで事例紹介

Webサイト（SNS等）で具体的な取り組み紹介 メルマガ等による定期的な情報提供

ワークショップ等を通した同世代間の情報交換 紙による情報発信（パンフレットやマニュアル本等）

取り組みを楽しく学べる動画やマンガで紹介 その他


